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1949 年中共の全国的勝利によって，大陸の中国鉄道は， すべ

てその支配するところとなったが，戦前総延長 26，011km あっ

た鉄道も 1937 年から 49 年まて制凸、た戦争によ って極度に荒廃

していた。それでも政府成立当時の開通キロは 18，391 km に達

していた。しかしその大部分は戦時中作戦上の必裂から応急的

に復旧されたものであったから， その輸送能力ははなはずご低く ，

1950 年以降，諸産業の生産が回復し， 戦後建設が起るにつれ増

大する輸送需要に応じうる状態ではなかった。そこで中共政府

は鉄道の復旧に特に力を入れ， 巨樹の資本と大量の労働力を投

じ， また園内資材や散逸資材をし ゅ う集活用して，未復旧線の

復旧 ， 仮施設の恒久的復旧，開通総の改良， 補強し破損後関司王

や客貨車の修復， 信号通信設備の整備につとめ， 1952 年末にお

いて ， ほぽ戦前の輸送力を回復し，その間米資 ・ 陸南l刻問， 成

都 ・ 重度問，天水 ・ 蘭州問等の新総をも建設し， 一応、復旧段階

を終り ， 1953 年にはじまる第 1 次国家建設 5 箇年計画の笑施と

ともに鉄道の建設は本格的な建設段階に入った。

中国のような犬陸国家においては鉄道網を盤側iすることが国

家建設の先決条例ーであるが， 1災設鉄道の大部分は前述のように

列強諸国によって， その対撃進出の手段と して ， 中国自体の利

益よりも ， 投資国の利益を中心として建設されたものであるた

め，その分布状態は均衡を欠き，また鉄道相互の連絡もとれて

いなかった。すなわち東北と 署長北地区には， 全国鉄道の約 65 %

が集中しているが， 未開発資溺1の坐日な西~ ・ 西北等の奥地に

はわずか 6% しかない。面積の\YU合からいえば， 東北と華北の

全国に対して占める面積の割合は 15% であり，西南・西北等は

65 % である。 鉄道のこのような不均衡な発展は， 全国経済の均

衡のとれた発展をはなはだしく阻害していた。そこで中共は，

これらの地滅的不均衡を是正するため， 鉄道建設の重点を沼南 ・

西北の建設におき， 従来の沿海地区偏重を改めるとともに， ソ

連との国際ノレートの開設にカを入れることにした。

中共鉄道部は政府成立直後の 1949 ・ 10 ・ 1 7 より 3 日間北京に

おし、て聞かれた全国鉄道会議において第 l 次鉄道建設 5 箇年計

画草案を決議したが，それはだいたい国民政府の計画を踏襲し

たもののようである。それによると 1951 年から 55 年までの 5

箇年間に 13，000 km を建設するという案であったが， 現突の建

設能力がそれに伴なっていなかったため， その後大幅の修正を

加え， 1953 年を計画実絡の最初の年に改めた。

第 1 次鉄道建設 5 年計画草案

西北系統

区 間

天7.t< ・ 蘭州

開州 ・ 恰密

蘭州 ・ 銀 川

飯 川 ・ 包頭

宝鶏 ・ 広元

成 1都 ・ 広元

キ ロ 程 突施年度

346km 第 1-3 年

1,636 1-5 

450 3-5 

557 2-5 

327 

345 

西寧 ・ 玉樹 800 

目白州 ・ 西寧 250 

快酋 ・ 甘粛 ・ 寧夏 ・ 青海 ・ 新1lî! 5 省の交通系統の確立を目標

とし，さらに新磁の喰密から辿化を経てソ速の鉄道に接続する

鉄道を建設して西北国際!幹線をつくる。

西南系統

霊 ~ ・ 成都 504km 

重 ~ ・ 貸陽 530 

威寧 ・ 宜賓 440 

i相官I ・ 威江 498 

第 1 -3 年

1-4 

1-2 
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安寧 ・ 細辺 884km 第 1- 2 年

it 陽 ・ 威寧 416 2-4 

楽 山・ 燦定 406 2-5 

成都 ・ 楽 山 165 3-4 

内江 ・ 楽 山 180 

自流井 ・ 宜 5空 115 

三 水 ・ 柳州 530 3-5 
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その 他

1m 1'Ì ・ 済南 400km 

花闘 . Jm陽 260 

長治 ・ 消化il'{ 170 

7JX j忠 ・ 赤峰 ・ 通 遼 600 

(2) 中共統治後の復旧状況

1951 ・ 10 ・ 31 人民政治協商第 1 次全国委員会におい て行われ

た膝代途鉄道部長の報告による と，中華人民共和国成立以来 2

箇年聞に行った鉄道施設， 車両等の復旧状況はつぎのとおりで

ある。

線路の復旧 14,089 km 

建物の復旧 150 万 m'

橋梁の復旧 94.5km 

破損貨準の修]lJ! 11 ，494 両

貨車の新進 1,419 " 
破損客llïの修班! 983 " 

盟主劉機関車の修理 566 " 

電線の復旧 240,000 m 

新設 120,000 " 

1952 年末までの新級建設状況

天前線天水 ・ 蘭州 1952 ・ 1 0 ' 1 開通

成総線霊 i鐙 ・ 成都 " • 7 ・ 1

桂越線う経質 ・ 陸~I鈎 1951 ・ 11 ・ 7

1953 年末までの開通キロの進展状況

1947 年 6 ，884km 1951 年

1948 12,768 1952 

23,063km 

24,232 

24,821 1949 

1950 

21,715 

22,238 

1953 




